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テオドール・ピ Jレロートの書簡集から

ト 庵 老 生

62. 在パーゼル大J事，ゾムン教授に宛て L。

〔1875年明治8年（ウヰンより 46設）〕

『－－－…拙者の脂肪心臓は進行して来た様だ。そして海水浴は禁物と申渡されたが海の空気を

吸ふのは許されてゐるし一杯だけの酒ならよいと云はれた……生命と云ふものは短かいもの

だよ！」

柴岡子 lB.の宿病である脂肪心臓がぽつぽつ自費される様に友って来たらしい。

63. カールスパード．セーケン教授夫人K宛て L。

〔1875年明治8年（ウヰンよ P 46歳）〕

註。温泉唇師の夫人で知人の間柄でるったらしい。

『……私は数日後に貴家を訪問する心算でありますが何分多忙主主ので吹週に友ると忠ひま

す。手術すべきものと手術された者の事共が私の胸にーぱいになってゐます。そしてそれが

年々歳々増加してゐます。今日も数時間前に或る女に或る手術を施しました・…怖ろしい手

術でした。今夕それを再診し友ければ友ら友いのですが其成績が心配です。助かってくれてゐ

たらよいがと踊ってゐます。それで‘如何に我々の技術が不完全であるか告白したいのです！

ー閣の文化が他国へ輸入されるに多くの歳月を要すると同じく我々の謬問技術の進歩も考へ

て見れば遅々たるものであります。一…」

柴岡子！多情多感なる B.氏よ！だ。或時には大俗人i亡友ったり．或は哲皐者的になっ

たりする性分である。そして最も幸！隔友る時間は彼が大ピアノの自Iiに坐った時でるらう

と思ふ。

64. 在伯林， ランゲンベツク教授に宛て L。
〔1876年明治9年（三三三市より 47設）〕

『－…，先生！：私の喉頭カタルはどうも軽快致しませんがさればとて思ひ切った喉頭切除には

まだ早いと思ひます。何分にも言論の際lごは産主要a性の咳嚇が頻護して数時間繕績ずるので困

ってゐますu 其の他iこ純度の気管枝カタルがありますので高聾の談話を避け友ければ友ら友

いので首分メラン市に沈戦と適首友散歩で静養して居りたいと思ひますので， とても伯林の

事曾への出席は出来友い始末であります。不悪御容赦を願ひます。…・・』
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柴岡子！ B.は何とか彼とか理由を附してまた外科製合の出席ーを断ってゐる。填固に於け

る外科の御大は伯林の外科醤圏の仲間入りが嫌であったらしい。それとも他に事情がる

ったのかは解ら友い。此時ランゲンベツクは65歳でるって濁逸外fl・J'?-の覇王であった。

65. 在ウルツブルヒ大事， リンドフライシユ教授に宛て L。

〔1876年明治9年（ウヰンより 47歳）〕

『……L曹者が病床に横はると杢〈魯鈍主主ヒポコンデリー患者と友るものである1と君は嘗て

云ふた事があったがそれは本営だ！拙者は頑同友気管枝カタルに惰んでゐる。勿論拙者だっ

て何時かは死すぺき人間であると云ふ事は知ってゐるがどうも神経が過敏で、仕方がたい。それ

は多忙過ぎるからだとも考へてゐるがさればとて高い階段友どは卒気に飛ぴ上ったり飛び下

りたりするととが出来る……夜はモップス（犬の一種）の如くによく眠れるが唯普通人よりは少

し脂肪が多いと云ふだけだ。今日も重症老女の腹部切開術をやって，手術後10年前と同ビやう

に手術基から安々と荷ふて行ってやったよ。乙ん友具合だから自笑せざるを得左いのだ。……』

梁間 f・ ! B.は一方では白分の病気を心配してヒポ的になるかと思へば一方で、は卒気で仕

事の出来るのを自慢してゐる。但し仕事の最中は病感を忘れるらしい。

66. 在ウキン， ドクト Jレ，ノイトルブエルに宛て L。

〔1876年明治9"F （ウヰンより 47歳）〕

「－…貴下のし外傷治療に就いて寸の業績御法附を感謝します。 i'l下の考へらる L如〈拙者も

亦同感でありますのはどうも Lister氏の理論には何庭かに歓陥の黒rーがある様です。他の多く
の撃者も同じ松に考へてゐるらしいです。勿論共方法は大いに用ふべき賄はあると思ひます

し叉 Lister氏の示した通りの方法でやれば、無害であってJ.fi[.用すべき慣値はある事もあるとは

思ひますが私としては之を公評するには他の機合を待たうと思ひます。……』

業岡子！ B.の保守式と L.のが「式との職場が損大されたね；である！

67. 在三土三大J弘フオ1レクマン教授に宛て L。

〔1877年明治10年（ウヰンより 48歳）〕

『・ぃ昨日ベーテルスブルの往診から師ってラ！＜：た。調逸国境の通過旗行も面白かった。外科

事舎にも出席したが大した混雑だった。怒濡だった。そして興味ある進歩の騒動と云ふもの

だった！……三二三生三三竺へは最初の旗行だったが魯周は確かに帰来欧洲に於ける見込の

ある固だと考へた。…・・・J

紫岡子！ 621¥ぷIの魯四亜を見た B. が今日の魯西 r；~に再肱行したらどうだらう？進歩？

退歩？三三三1どに聞いて見るがよい。そして填太利亜が亡んだと聞いたら B.は卒倒す

るカ通も安Jlj,1..f.主い。



雑 纂 1229' 

sa.在グッチングン，パウム教岐に宛て L。
〔1877年明治10年 （イルヒテスガーデンより 48歳）〕

『光生！今日の捕逸lこ於ける外科の進歩は貰に驚く程であります。然し今日調逸大著書の外科

に於けるJ車生の教授法には些か反針であります。それは唯だ早生に外科的治療方式だけを教授

して居りますから大串を出た富者はただーの技工者に友るに過ぎ友い事でるります。そして

何底に串術的外科事の研究の門が聞かれて居りませう。それでは外科皐の進歩と云ふ事は左

いと巾したいのであります0・－－－弘は大串生を出来るだけ貫地観察の方面へ叉科率的の研究方

法へ導いて自己批判の能力を養成したいと心掛けてゐます。……若しも一度何庭からか一つの

ヒポテ｛ゼが費支せられると人々は忽ち批F阿なしに共の方へと走って行きます。それでは駄

目であると思びます。あの長足の進歩をしたと云はれる牌脱山に闘する智識もまだまだ十分

には解決出来てゐないのに解決終了したかの様に信じてゐるではありませんか！ だから貫験

の上に賓験，研究の上に研究すべき考へ方を養成するのが必妥だと思ひます0 ・・ー私は昔時

は外科墜に於ける軽騎兵隊であり工兵隊でありましたが今日では重砲兵隊となって了ひまし

た。…・・』

柴岡子！若い B.は軽騎兵であり老ひたる B.が重砲兵であると云ふのが中々面白い。此

手紙の護信所はベルヒスガーデンと普いである。そして共鹿でとんな愚痴手紙を書いた

が同じベルヒスガーデンから今日に於ては Hitlerの獅子呼Lが飛び出してゐる。

69. 在ウヰン， ドクトル，三~t亡宛て L。 ． 
〔1877年明治IO年（土土とより 48歳）〕

註。 1877年三土芝土土に於て外科皐数授 G.がるる事情で‘左上腿上部を他人から10丁で刺された珍事が

るって大出血を起した時に其地の盤者が Art.fem. superf.を負傷E耳と共に結束して一時止血したが

10分後再び大出血を起して来たので今度は Art.femor. communisを結束した。すると接痘に陥り

後に敗血症死となった事があった。常時：其地の欝界では此轡者は謀れる手術をした結果であるとし

此際 Art.femor. profu,ndaを結束せずに Art.femor communisを結束したが銭めに接痕に陥った

のだとの非難の惑が大き〈なり密界の大問題となってエニニエヱ密事舎の大論争とまでなった時に

其地の密事新聞記者から B.に其批評を求めた時の阿答文である。

『……大腿上部に於ける刺傷の際i乙傷両を庚〈開放して動脈血が Art.femor. superf.から出血

するのか又は Art.fem. profundaから出血するのかを判断するのは至難の事である。だから最

初 Art.fem. profun品の上部を結束しでも共米柿血管から出血する事もあるから Art.fem. 

profundaの上部lcmの場所を結束ぜないと後出血するのは嘗然である。然し此結束の結果壊

痘が「IY＊ると出来友いとは同血管の副校血行の護達如何によるものである。が共他に栓塞の

蛮生とか静脈の損傷とか云ふ第二次性白鐙化とか心臓の力とか等々共他の諸僚件によりて定

まるものでるる事だけを巾上げる。…・・-J
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業岡子！今日友れば裁中lj醤・墜の問題でもあるだらうが若しも柴岡子友れば何と召さるる。

畑違ひの老卜庵は知らぬ事知らぬ事。

河． 在ハイデルベルヒ大感，ツヱ Jレニー教授に宛て L。

〔1878年明治11年（ウヰンより 49歳）〕

『…・君は縫合問絹続を石茨酸で煮沸してゐると云ふ事だが拙者はも早や腸線締を使用し友

い。それは傷商が化膿しない場合には絹綿も傷商の治癒と同時に癒合するものだ。然し化膿

の場合には腸線締も吸牧されすτに放り出されてしまふ。拙者は2ヶ年来リスター式綿紗を捨

て L唯漁停絹帯使用の新法を試みて居るが何時も結果がよい践に思ふ。ス本年1月 (1878年

の末）来乾式防腐繍帯もやってゐる。つまり君のとフオルクマンのとの蟹法無菌法だが共結果

もよい。（Asepticと云ふ丈句は B.の吉簡集中初めてお．の使用した術語でるる）…・・先頃化膿

性膝閥節炎を刺針して膿を排除して5%石茨酸で洗樵して見たら共病人は5時間後i乙死んで了

ふた。解剖して見たら金大腿部筋肉が腰部開接部l亡至る迄イ［炭酸で法潤されてゐたし又共血

液中に混血がるった。それで病理教室は大騒ぎさ。そして石茨酸中毒例として公にしようと

騒いだが拙者は病症日記の閲覧を担絶してやったので事が牧まったと云ふものだ。だから何

時も経験と云ふ奴が大事だと云ふのだ0・ー・・・・J

『……拙者のチモール使用の経験はまだ濃いがチモールガーゼを製造さして使用してゐるが

製造所は拙者の名をつJけて費出したいと云ふ希望だが拙者は1E絶した。それは共材料が高慣だ

し叉拙者の経験が少ないからだ！ 兎に角，含脂肪，合樹脂のガーゼの方が石茨酸ガーゼ及び

チモールガーゼよりはむ主主でないかと思ふc然し一度 Sepsisが初まればio；；のチモールだって

無数だし叉共%を増加するには多量のアルコールが必要と友って来るから之も駄目である！」

『……卵巣切除術をスプレー庭用の下に行ふと云ふ事は拙者には理解出来友い事だ。現に拙

者はチモールスプレー癒用で3人卵巣切除をやって見たが其内2人は死んだし残りの1人も－

l時化膿したがやっと助かった次第だ。……J

柴岡子！ B.が始めて Aseptic.Antiseptischと云ふ文字を使用してゐるが，細菌壊のまだ現

はれて来なかった時杭lと於ける外科曹の苦慮は並大抵では友かった事が解るでは友いか。

71. 布ハイデルベルヒ，ツエルニー教授に宛て L。

〔1878年明治11年（ウヰンよ P 49歳）〕

『……拙汽は近頃無チモール，無手［茨酸で・唯だ鯨油とコロフオニユム合有の縦；；＇，＇，材料を使用

してゐるが共結一県はilじだ良い。……拙者は之迄石茨酸中毒死の5伊！と頻叱iζ陥れた4例を先え

てゐるし助手聞に石茨酸中芯尿を出したものがるり， 多くの不快を粧験してゐるから石茨酸

使月1~：~止令を出す伐にj必j主したのだ0・ー.・-J 
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72. 在！！＿.！~~·土豆大男児 リンドフライシユ教授に宛て L。

〔1879年明治12年（ウヰンよ P 50歳）〕

『……謄石姉i痛で御』悩みとの御手紙だが同情するよ！拙者もチユ 1）ヒ在任時代にやった事が

あった。共護作の疹痛と云ったらたまらなL・事を知ってゐる。首時拙者は絡に腹膜炎を併費

ぜんとした程だったがカル、ス臨を常用してから共病苦から全く尭れる事に友った。君のは

多分尿酸及びオキサール酸過剰のためだらう。拙者のは謄汁酸の過産の矯めであったらしいι

カル、ス腫は少くとも1ヶ年は常用せないと駄目だ。毎朝1コップの熱湯に 1茶匙の天然カル

、ス躍を溶かして飲めばよいのだ。食物の擁生たぞは無用だよ！ そして 1茶匙位のカル、ス

堕では下痢症は起さ左い口之は拙者の忠告と云ふものだ。君も拙者も肝臓の智識に就ては全

〈素人プ付~a......』

紫岡子！ 外科曹が友人の外科醤iζ針して内科疾患に就て建策してゐる。そして2人とも

此方面は素人だ素人だと云ふてゐるのも面白いと思ふ。

75. 在之主三大事， ドクトル， i之主之に宛て Lc 
註。 B.の助手。

〔1879年明治12年（ウヰンより 50歳）〕

『…・ー巴里へ旋行と友ア！行〈ぺし行〈ぺし，巴里を充分味ふて見るがよい。特に共郊外は

美しいぞ。十分に含味するがよい。巴里はウヰンに甚だ似てゐる都市だ。唯だ反日耳曇気分

が嫌いだが然らざれば面白い奴等の集圏だ！ 拙者は矢張伊太利Eが好きだ・…・それから君が

若し英国へでも行〈友れば例の防腐繍殺の事も注意して観察してくれ給へ0・…..JI 

74・在ライプチヒ，ヒス教授に宛て L。
〔1879年明治12年（ウヰンより 50歳）〕

「一…世間で拙者が Lister氏法の敵でるると云ふ評判がdうるさうだが馬鹿友話だよ。ウソだ

よ。拙者はリスターとは何時も個人的に相互に親し〈音信もしてゐる。唯だ拙者は旦主主二

法の盲信者には反封してゐるだけでるる。此鹿互主主二と云ふ；I：地は填園tri！の精神の充満して

ゐる鹿であるから冷たい批評の流行する所と考へ給へ。それはロキタンスキーとか三三主こ

とか云ふだんまり屋の影響友のだ。拙者は三三五三の椋に六ケ敷しい診断とか治療法の論題

に関係する揚合には何時も L我々の知識はまだそれ迄に達して居ら主主いいと云ふ一言で中断

してやるので調和が出来友い矯めでもるるがそれも又年が老いた矯めだと思ふてゐる。ー一…拙

者はリスター氏法の普及によりて質際醤J製上大怠る進歩を来たしたと云ふ事は決して否定せ

在いのだ！ 元来現代の手術的外科壊と云ふものは金外科の 1/3位なものだ。共他の 2/3の外

科印ち口腔，直腸，腸脱等の外科手術に友ると Antiseptischと云ふ方法は問題に出来友い局部
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では主主いか？！だから拙者は Antisepticと金外科手術とを同ーのものとするのが行き過ぎた議

論だと思ふてゐる。……そして尤も悪い事は多数の業結，演説，供覚等々を外科・製合の合揚で

いやが上にも美接する事が問題7ごと思ふ。それは外科撃の進歩に非やして退歩と云ふものだ。

然し拙者は最早此潮流にはとても並行出来友いから拙者は拙者として拙者の流儀を守護して

ゐるより外は友いと，思ふてゐる。そして唯だ文筆を戯して静居してゐたいと思ふてゐる。』

柴岡子！之が50歳の B.の防腐法とそして官時の外科壊の趨勢に封する感想、でるった！時

は流れるです。そして今も流れてゐます。

75. 在ウヰン， ドクトル， ミクリツに宛て L。

〔1880＞子明治13＞子 （ウヰンより .)1歳）〕

「・…君の Antiseptikに就ての1官tlは一読した。

(Mikulicz, Uber die Anwendung der Antisepsis bei Laparotomie 

mit besonderer Rii.cksicht auf die Drainage der Peritonealhiihle.) 

先づ共第1主主lこ於て此問題の理論的説明を書いてあるのは甚だ良いと思ふ。それが抑も此問

題の根本なのだ。…－然しだ共事たるや別に新しい事項では友い。…ーだから其線論をもう一

度十分に讃直して考へる必要が友いでも友いと思ふ。そして一度之を公にして読直して見る

と必歩書き直したいとか除きたい揚所とかを鷲見するものだ。それでは既に遁しと云ふもの

でるるよ。……』

76. 在ハイデルベルヒ大接，ツヱYレニー教授に宛て L。

〔1880年明治13年（ウヰンよ P 51歳）〕

『・・・・・・君の方式で子宮別問をやって見たが成績不良だった。特IC港管が困難なので苦持した。

三三1-_2は腹腔を持続的濯流法でセプシスを橡防しようと試みたがそれも駄目であったさう

である。』

77. 在ハイデルベルヒ，三三土三三穀授に宛て L。

〔l88Hド明治14年 （ウヰンより 52歳）〕

註。此時 B. は c. を土主とか~の大皐の数授に推薦するま志めの教授舎に於ける選挙投禁日でるつ
たらしい。

『…ーイヤハヤ今夕は大下闘だったよ。そして君が大多数を制した事K友って Kaposiが落

選l'CtJ:ったがまだまだ大敵があるので油断がH日<itJ:＼，・と云ふものだ。政府は何とiミふかだ！

此庭には君の友人も多いし又拙者も充分橡の下の力持に友る心算だ！－－…君がウキン大撃に

招勝される事に恋ったら内々で承知して貰ひたいのは牧入の事たのだ。近頃は住宅費は公給
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で左い事を。そして月給と恩給の事だが10年商lt亡君が既l乙正教授に怠ってゐたら年俸2200フ

ランそれに800フランの附加俸がある，合計3000フラン（5500マルク），それに講座給が1ヶ年

約2500フランそれに Privatklinikのととだが－…拙者の例から考へたら・・・…第1年には12000

-15000フラン，綿計17000-20000位の牧、入となるだらう。それでウヰンでまづ気軽に生活は

出来るとしても決して満足すべき金額では友い。勿論君ーの妻君の切り盛り一つに依るのは云

ふまでもたいが。－一…』

78. 在ヶイデルベルヒ大接，ツヱルニー教授に宛て h

〔1881年明治14年（ウヰンより 52歳）〕

註。 C.は土士三招聴には像P同意せなかった。又 B.の毒症力が無款となって c.のウヰン招将は止めと

なった事に就いての手紙である。

『……拙者は馬鹿だったよ。そして君は遂に勝ったと云ふものだ！此世の馬鹿者相手には戟

は出来左いよ，紳々でもだ0・一拙者は之迄14年・聞もウヰン大事の矯めに働いた。そして多数

の撃生を教育したし，又後繕者を養成せんが矯めには並々ならぬ努力7さつた。此拙者の失敗は

猶太人とツヱコ人の仕事だよ！政府の官事者は彼等の主張に賛意を表したから仕方がない，

盲目の震政者だよ！ 死せるヅムライヘルが活ける時と同様に死後に至つでもまだ拙者を迫撃

してゐると云ふものだ。多分そん友事tcr.主るのだらうかと心中窃かに考へはしてゐたが腹が

立って仕方が友いよ 0・・・ー・・だから拙者が養成した人物は今後決して填太利園へは推選せたい

よ！御雨親は定めて失望し？とらうが仕方が友い！如何にも同情する。共失望の慰めの代償と

して君の下腹部腫蕩に就ての研究と其業績をもっと横大する事だ。拙者の Magenresectionの

成績は明日護表する心算だ。今日縫合糸を除〈心算だ，反FM.の友い腹部切聞の治癒だ。然し

少しやり損ったのには腹が立つ。……J

柴岡子 lB.が抑も最初に Magenresectionをやったのは買に1881年（明治14年） 1月29日で

あった。此最初の手術に成功して一度は治癒したと考へた病人は同年5月24日に癌腫再登

で死んで了ふた。此事は今年を去る事，貫tc58年前の事である。

79. 在ヂツチンゲン大事，三土主教授に宛て h0 

〔1881年明治14年（土主とより 52歳）〕

r・一・・・私が手術を致Lました胃切除（M agenresectiδn）の患者は今日で14臼経過しますが此種

の外科手術としてはまづ成功した事であります。……今日少し肉類を輿へました。然し主要食

物は牛乳でるります。然し患者は手術商itc既に衰弱に陥って居りましたので恢復が甚だ遅々

でるります。それから縛療が厄介在ものです。だから斯様な手術はもっと早期l乞行ふべきも
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のだと考へました。現今政治的方面は甚だ気に入りません。チエコ黛が多量主です。そして之

が矯めに三元的から三元的になって了ひました（註。オーストリア，土三互丘三，三三三三（今

日のチエコ？）の三民族を云ふのであらう）。そして私の最も優秀友る門弟共は皆喚太利亜へ

取られて了った譲です0・・・ 他日此風潮は何んとか蟹化せたければ友らたいのですが……政治

的合唱歌と云ふべきものはつまら友いものです。……』

業岡子！日年後の今日オ｛ストリヤも， Hitlerの伺喝によりてチエツコも分解した。そし

て猫逸窯が幅をきかして来た！若しも B.が今日まで居ったなれば確かに拍手して喜ん

だであらうと思ふ。

80. 在ハイデルベルヒ大謬，チエルニ｛教授に宛て L。

〔1881年明治14年（ウヰンより 52歳）〕

『……拙者のやった喉頭部分的切除術に就いては2例の経験がある。然し拙者の経験による

と咽喉痛腫友るものは l燕下機能とか又は殻聾障碍は起さないものだと考へる。特に喉頭部の

粘膜組織が健全であれば咽頭金射出は有放であると信やる。……君の陸部よりの識維腫射出手

術方式は賞賛に値すると考へる。だが此底土士三の女性共は飴りに肥満過ぎてゐるから診断

さへも出来ない位だよ。……』

業岡子！癌！癌！昔時も今日も内科醤も外科醤も癌で苦しんでゐる。

81. 在ハイデルベルヒ大串，チヱル＝ー毅侵に宛て L。

〔1881年明治14年（ウヰンより 52歳）〕

『……拙者の級友年頃に友ると家庭にるって夫として，叉父として死後の事も考へて置かね

ば友らたく友ったと云ふものだ。幼児であれば今後何とか友るだらうが拙者の3人の娘の矯め

には拙者百年後の事も考へて置か友ければ友ら友いのだ。とん友事を考へると性質として拙者

はそればかり気に貫工って仕方が友いのだ。それで1890年に友ると（註8,9年後の事を云ふてゐ

る）拙者は了！主30年聞大事に就職してゐた事になる。（若しも拙者がそれ迄所きて居ればだ！）。

共時には断然退lfi置する心算でるる。貫は拙斉にはウヰン大·~~は大嫌いであったのだ。それは

土主ζ大事の＼.＇.＼， 01うに汚かれかしと働いてやっても無盆であった。そして拙者が多少理想的の

事を云ふても同僚建，叉喚国政府は唯だl朝笑するだけだ。 J馬鹿な話だ。大取は泥海と化してゐ

るのだ！ 拙者の晩年に入りて之から先へはJIとて）：＇越えられ友い堤防が築かれてゐる気がして友

ら友い乃君！ 少々千紙の丈句が悲観的に友ったがそれは決して誇張してゐるのでは友い。寛

際友のだ 1・…拙者の教室では Wδ！日eru. Mikulicz 2人が奮闘してゐるから拙者の様た老ぼれ

は無fljの人聞なのだ。 M.は主二三三里人友のだからポーランド語でやれるのだが此鹿では濁

逸人に化け過智てゐる保だ。大部分の手術は此2人がやってくれてゐるから甚だ便利だ0・・
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手術の教は君の在填の時K比すると非常に増加してきて2時間学乃至3時間は手術しでもま

だ1/3程の患者が残ってゐると云ふ始末なのだ。………複雑骨折の病例は数年来非常に減少し

て皮下骨折も 1ヶ年に4乃至6例位左ものたので此種の臨床講義の材料が少友いのに困って

ゐる。…－・・・拙者の脂肪心臓に就ては要心してゐるから飴り人生を享繁する事は出来友いのだ

よ！……J

柴岡子！填太利亜園の外科の最高の位置に在る B.にも種々な不満と不卒がるる。兎角此

世は不平主主浮世ではるるまいか。

82. 在グッチンヂン大串，パウム教授に宛て L。

〔1882年明治15年（ウヰンより 52歳）〕

『…・・・ラングンベツク教授の70歳の祝賀舎は十分御化粧して上げたいと息ひます。賓は1866

年の戟争の時にも填軍負傷兵の矯めに随分君主力されたのですから其時既！と大友る柴響を鋒ぐ

べきであったのでしたが嘗時ヅムライヘル教授が大反酎をしたのを沙汰止みと友りましたが

今日は共反針者も死んだ後ですから此際思ひ切って大ひに粧飾して上げたいと思ひます。先

生は往年石茨酸使用法の時にも随分熱狂的な費美者であった様でしたが近頃はヨ｛ドフオル

ムに封して同様な熱狂的曜讃者に友られたと聞きましたが少しく御考へ直しを願ひたいので

るります。寅は私の教室でヨードフオルム庭用の矯めに軽度友精紳的援化を起した 1例があ

りました。以前にクロ、ホルム麻酔法／！！；用の時にも同様な病例がるりました。それは確かに

クロ、ホルムや又はヨードフオルムの脳紳経中毒作用であったと考へます。』

柴岡子！此時分は全部Asepticの時代になってゐ友かった時代であったらしく甲論乙駁丙

論丁駁であったらしい。然も之は1878年に Kochが Untersuchungiiber die Aetiologie der 

Wundkrankheitenの業績を公Kしてから3ヶ年を経過してゐる明治10年の頃の話であって

ぽつぽつ細菌感の護芽期でるる。

郎． 在ハンブルヒ市立病院， ドクトJレ，ラウエンスタインiと宛て L。

〔1882年明治15年｛ウヰンより 52歳）〕

『……近頃流行と云ひませうか多くの同僚者逮は手術不可能友癌腫患者に就ても有無を云は

す•re手術をしてゐる傾向ですが無暴な事と考へます。特に舌，直腸，頭部の痛1重注 c' .I.云ふも

のは最初jから手術不可能な病気でるると考へます。特に早期護生の患者は除外として共多〈

は既に蔓延し過ぎたものが多いのです。私の経験によりますと特に十二指腸痛種には此種類

が多い様です。私の多数の胃痛の材料に就て5ヶ年来の研究によりますと此底lとも彼庭にも手

術可能の病例が少くないのに驚いてゐる位です。然し何時も手術後再設しますのが多いのに

は困ってゐ去すが唯だ遁営友る病例でさへあれば確かに癌腫の根治的手術が出来ると云ふ事
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を誰明されたのは10年以来の事ではありませんか！たとへ根治が出来ないとしても十二指腸

癌腫の手術によりて少く共病苦を軽快さす事は他の薬剤の力よりは遥かに優ってゐると考へ

ます！。特に十二指腸狭窄に到する手術によりて病人の病苦の重友る鈷が除かれるのは事寅

であります0・ー・・・J

染問子！之はパウム教授が B l乙癌胞の外科的手術の一般的慣値を問合せたのに針する返

事でるらうと思ふ。そして今日の専門家から見れば・どう二月一へるか知らたいが癌腫手術κ
針する常時の立脚黙を知る事が出来ると思ふ。

84- 在ウヰン大弓1，ヂツテル数民に宛て L。

〔1882年明治15年 （ウヰンより 52歳）〕

註。ランゲンイヴク72歳にして退職後の後級者として B.が三fと旦三大惨外科教授として招穆の議があ

ったのに就て其内交渉に当時する謝絶の手紙の一節である。

『…－君？の意見もよく荊妻にも話し？と上で君の厚意は大ひi乙感謝するが伯林大事への招勝は

還に謝絶して了ふ？と。それは決して悪意ある謹では友いQ 種々の理由の錦めに伯林行きは全

く思ひ切ったそ欠第で‘ある0・・・』

柴岡子！首時帥？とる B.は共師なるランダンベツク教授からも又教授合一致の推選Yごから

自分の後継者に友ってくれ主主いか。ウヰン大串よりは好僚件をつける用意もある云々ξ

手紙を直接 B.へ逸ったのであった。然るに B.は之に舷じ友かった。其理由のーはお年

以上も Bは既にウヰン大事の外利御大として動かすぺからざる且；京要に して名春ある位

置に居り又喚太利亜だけで左〈欧消｜諸固にも既に共雷名は鵡き停ってゐたし，叉特l乙B.

の脅紫趣味は立士どで友ければ・とても満喫出来主主かったらうし，叉多〈の友人に固まれ

ながら豪華生活をやってゐたのだからたとへ心中lζ 填太利亜人の気質は気に入らたかっ

たとは云へ今更伯林移樽でもあるまいと考へたらしいと思はれる。

85. 在ウヰン， ドクトル，ヂルズ＝ーに宛て L。

〔1882年明治15年 （インテルラーケンより 四歳）〕

註。 B.は遂に病んだ！此時分には彼の脂肪心臓症扶が自礎的に著明になって来たらしい。

『・・ー拙者は今此地に静養中だカ三之とに居った時より軽快したとは云へ主主い！脈敢44-48

そして不正だ。然し幸にして夜はよく眠れるよ。… 』

部． 在三ルタグセン， トピユユスに宛て L。

〔1883年明治16年（ウヰンより 53歳）〕

室主。宛名の人は B.の知人にして何彪かの大地主らし〈其小供の密接修業に就ての問合せに3討する返事
の一節である。

『・・ 瞥手？になるのに重要友る佐賀は何かと云へば此地の友人ノートナーヂル教授も L日佐だ
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善良なる人聞が善良左る聾者になり件る寸と云ふてゐますが拙斉も頗る向感です。拙者は之に

附け加へたい丈句はし善良に教育する寸と云ふ事であります。 fi・下の御令息は確かにそれに遁

賞してゐると考へます0・....L如何にして醤阜の智識を得るべきか ＇（・1との御苓ねに劃しては拙

者は調逸園が一番好趨と考へてゐます。そして先づ解剖恩化事，迎撃，生理i皐，動物皐，植

物墜，修作の鴻めに2ヶ年は必要であります。大事に於ける自由友修業には別に監軒とか担制

とか云ふ事は無川でありますp 教段lと教へられるのでなく寛際は墜生自身が自分白から教へ

て行くのが第一義だと思ひます。最善友る教師たるべき者は若い者が興味を持つ紘に刺戟さ

へすればそれでよいものだと思ひます0・・・・ー多く講義を聴いたからとて役に立つものではるり

ません。日住だ各皐期に於である一票~I乙精力を集中して修：~·：の分裂せない松にせなければ・なら

左いと思ひます。多くのものを少世よりは寧ろ少なきものを多量に事ぷ方がよいと考へまず0

．．－叉 LイhJ底の大事がよからうか寸との問題に就て断定する事は拙者には甚だ困難でるると云

ふのは拙者の如き年頃に友ると若い教授連の事は甚だ不案内でありますからです。ストラス

三三大事は新進的の事叢ですからよからうと思ひます。それからハイデルペルヒ大事も決

して悪くは左いと考へます。が初i事者には的林，ミュンヘン，ウルツブルヒ，プレスラウ等と云

ふ大きな大接はよろしくありませんし又三Z，マルブルヒ，ニーセン等のノj、大壌と友ると

解剖材料等々が少友過言Fると考へます。…．，．少友〈共最初の3ヶ年間は同ーの大撃に留って勉

強する事が必要と考へます。最後に伯林へ出て行くべきものだと考へます。…，．それから卒業

試験が消めば兵役と友りますからそれが終れば3ヶ月程ウヰンへでも御問でに友ればなんとか

して及ぼや乍ら拙者が手ほどき位はして上げますし，ウヰンには大病院もありますし叉種々

た貫習科も殆んど外国人の儒めに設けられであると云ふてもよい所でvす。三1二叉l主三三E

ンの墜事修業は現今ぜは無訴だと思ひます。それは彼底では足早得る底は友からうと，巴ひま

すのは曹i塑の黒Mζ就ては我概逸人等は悌人や英人を追い越してゐるからでありますQ…・・J;'l"下

の御令息は安心して大挙へ入校さして上げなさるがよからうと忠ひます。然し例の感生組合

に加入する事は禁止せ君主いにしても私は少＜ jnf成は致しません。それは唯だ時間つぶしに

たるだけだと忠ふからでありますa・・・…J

柴岡子！若い大串入製生に針する老ひたる B.の指導方針はその根本に於て今日も昔時も

費ら左いと考へる。然し試験！ 試験叉言鵡設で苦しめられてゐる日本の小，中，大事の若

い人達は気の毒とも考へられる。事生は串間を歴搾する目的物では友からうと：Jgへる。

87. 在竺竺三三三三三大事， Z三三主教皮に宛て L。
〔1884年明治l71F （土士三より 54歳）〕

『……結核と炎症との闘係が論じられてからも共相互の閥係に就いてはまだttf／・定してゐない

では友いか？今後10年も経っと此問題は如何に費ってう~るだらうか？バチルスと病気より生
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ヂる王草花物に就ての問題に主主るととても我々の活きてゐる聞には解決出来まいと，思ふ0・

近頃 Kochが結核菌に就て云々してゐるがまだ確定論とは友つてゐ主主い。拙者は此問題に就

て深入りすればする程数々アクチノミコーセ．菌の退化した小球を鏡子に見る事が多い。だか

ら Kochの所謂結按菌なるものは或はアクチノミコ｛ゼの蟹形したものでるるまいか？或は

牧牛から人間へ来る種々の菌酷であって同ーの病鑓を起すものではるるまし、かとも考へてゐ

る0・.. -J 

柴岡子 lKochが結接菌を公にしたのは1882年卸ち我朝の明治15年・l'Lして（今日を去る事，

買に57年前iに相官す） B.は細菌，撃者でないからアクチノミコーゼと結接菌とを同ーにす

るのも無理は友いにしても同じ欧洲の天地にあって此問題に就て蛍時に於ける磨者聞の

意見を知るのも商白いと思ふ。だからまた今後昨年も経てば結核菌は何庭へ行く？ と云

ひたく友る。

88. 在ハイデFレベルヒ大型，チヱルニー数民IC宛て L。

〔1884~ 明治li年 （ウヰンより 54歳）〕

『……拙者は近頃腎臓摘出を灼餓鈎を用ひてやって見たので共成績報告を法る－…拙者は最

早製問的生町力は主主きて了ふたらしL 、Q それよりは文来日＇ x~の方が紫しみに友ってきた。だ

が自信と云ふものがなければ何事も出来友いのだがその自信力が最早議きたね；だ。….・-J 

紫岡子 lB.も老境に入ってきた！人生50,70は古来稀なりと云ふ江主がある。それは毒

命の事でるるが作業も年と共に衰退するのは普通である。だから若い人々は疏進ずべき

だよ！

89. 在ウヰン，ピルケ男留に宛て L。

〔1885年明治18年 （ウエネヂヒ市より 56歳）〕

註。立と之男侍と云ふのは B.と如何なる関係の人であったか知らないが，；喚凶政府の数育＂$ 1）度に関係あ

る官吏てあったらし〈填岡教育制度改良に君主L、て B.の意見を求めたに釣しての意見書らし〈恐ろ

しい長文であるが其中から必要な事を抜卒して書〈事にした。此時 B.は峻凶主主族院の一員となっ

てゐた取であった。

「リj醇閣下！ Tl.にとりましては買に光i築基うる御尋ねでるります。それに就いて本日一書を奔

呈致します。仰二Jねの我が喚園の中t;.l及び大祭の制度改革に就きましては私も決して興味が

主主いのではありませぬがそれにj’tきまして卑見を述ぺる事を寧ろ差樫へたいと巾したいのは

私は此問題に枕いての専門的手士有家でありませんからそれに就いての質l僚の経験は持ってゐ

貫工いからであります。 特に私｜とは引の子供がありませんので首I奥間中男児校教育制度に就ては

全〈無智でありますし，又私が調逸のqi.r;.i，生で、あった時イtとは大ひにl世態も違ってゐるからで

あります。然し私は嘗て UberLehren und Lemen der med. Wissenschaft.と云ふ一文を公に
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した時と今 11 とは時勢D費謹につれまして私の二｝）~·そも多少盤って居りますが教育制度に就て

の閣下の御意見lては大びに賛遣を去する次第であります。』

『……博事多識たれと云ふ教育方針で育てられたとて理解のある人間が出来ま‘ぜうか？ 私

は否と答へたいのです。此積め込み主義の根本的誤信が漸弐mt舎に浸潤してゐる様でありま
す。蓋し博事多識と云ふ事は結局唯だ教へられた事に就いて記憶の多くを出来るだけ保存し

て失は友いと云ふに過ぎません。之によりて有鵠の人物を作る事は出来危いと思ひます。』

『……皐校教育によりて人間に平等の智識を得させ平等の教養を植ゑ付けると云ふ事は無理

であると忠ひます。如何となれば人間と云ふものは最初から不平等に産み付けられてゐるか

らでるります！ 自分自身を教育し自分自身を抑制しそして義務と責任の強い概念と去ふもの

L接は因襲的にそして貫行の上で世々代々家庭的に植ゑ付けられてゐるものでありますまい

か？然るに事校で之を成るぺ〈卒等の人間にしようと云ふのは根本的に誤つては居りますま

いか？ 調逸固では凡ての大撃生の7/8は菩良なる家庭の人々でありまして残りの1/8は共他の

家庭から入壊してゐます。そして私が各方面からの聞く底によれば理想的友買面白友精神と

義務観念とそして愛聞心は猫i塾大事に於ては尤も高調せられて居りますから時采大いに期待

すべきものがあります事は全く喚固とは遣ってゐます。そして濁逸固にあって中事及び大墜

を卒業します者は地 I~ とか商人とか叉特に優秀友技能を持って居ります者でありまして平均

年額3-4000::¥IR位友皐資を出せ友い者にして大撃に入墜させようと云ふ考へを持ってゐる者

は甚だ少ない様であります。時に或はとん友者もありまして一時的に法科・或は文科とかに入

墜さす事もありますが暫時すると退墜さして再び田舎に師したり又商人としてしまひます。

又特に猫逸の貴族階級例へば普魯西亜園，バーテン園の主主子なども大墜生と友ってゐます。

しかも猫逸の皇太子は一時カツセルの中畢生とも友って平民的教育を交けられましたが若し

もピスマークが軍隊教育主義者でなかったらもっともっと苦かったピらうと忠ふのです。乙

ん友事を中しますのは謂逸聞に於ける中i墜生大畢生の朕態が全く我々の填太利亜固と異つて

ゐると云ふ事を申 tげたい矯めであります。』

『……猫逸に於ては中墜生が皐課の矯めに過持されると云はれでもゐますが貫際はジとして然

らや，活j震にそして健全友心身を持って卒業して行きます。又猫逸大i墜は法科も醤；f＼・も試験は

営墳園よりは遥かに巌俗であります。法刊は3年，醤科は4年と友ってゐて共墜資は填固より

は遥かに高値につきますのは誹座料も殆んど傍額であります。だから卒業後曹者は軍醤圏へ

押かけて行くか或はElI舎へか或は小都市へ行って猫立してやって行かうと考へてゐます。だ

から曹科を卒来して是等の道を歩んで調立して行け友いものは勿論共の後に於ても嬰宜的の

道程には上れ左い事になります。大串研究生として生活して行けないffは墜究的事堂へは入

れ左いのです。 勿論貧乏な筆生も少なく左いのですが是等は補助金制度とが無料食卓制度な

どがありますから乞食事生とは些か共の趣きを異にしてゐます。 そしてたとへ畢生時代には
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貧乏生活をしてゐても鵜て何庭かへ就職出来ると云ふ希望は十分に抱いて居ります。』

『・・・・・1848年に喚問は此の澗逸の中製大率制度を採用しましたが中k此の園の囚製的貴族的

引俗は一朝にしては鑓りません。それから早生の身分を調査しますと貴族的友ものは三二三

ウヰト宗教聞から教育されて居る人か叉は商人世界の人kで，しかも殆んど猶太民族であ旬ま

す。そして世填闘の大事生は多くは貧乏堅生か叉は Lのら「堅生が大多数であります。それは

大手1を卒業すると云ふ事は 共の一生を一六勝負にかける矯めであって決して人間らしく友ら

たいのでありますe だから何等考へもなくE無恥にして責任感友Eは少しも持ってゐ友い人

kであります。だから多数の撃生は rj~J裂から大接そして曹司たへと乞食して歩いてゐると云ひ

たいのです。それ放に精神的名容とか醇化とか聞結とか秩序とか云ふものは皆無であります。

勿論共の中には翌日想的友ノj、分子又は優秀にして且勉働た研究者とか皐者が左いのではありま

せん。そして少数な優秀な人聞を引きまとめてゐる矯めに殺逸墜振から敬意を表せられてゐ

ると云ふ事は心縞かに私の衿と考へてゐる事であります。然るに喚国政府は是等の大群に撃す

して如何たる考へを持ってゐるのでせう。是等のi撃生に剥して狽逸固に於けるが主「1き早生の

自由｛StudentenFreiheit）友どはとても適用出来左L、のですが左りとて巌格友る製期試験制度に

よりて之を矯正しようとするのも無徒でるります。 1弱逸わ自然科暑さ舎に於けるヘルムホ Yレツ

とかウキルヒョウとか云ふ大偉材又は我々の闘のノートナーグルの如きだ才友どは皆伯林大

阜の軍曹f州支出身者なのです。だから換固に於てもまづ軍隊諸制度を改正してやら友ければ

ならないと考へます。壌国の大事生は主宰生として少くも責任感が主主いのですが著書生だけでは

なく毅授のl院にあるものも亦再教育すべきものだと考へてゐます。』

「……玉三三三之が’待って云ふた言葉がるります。自Pち L~局逸固民の天才的友人聞は自分自

身を街頭で琵見して跡子に活動してゐるが図家は官吏と置者と僧侶とを要求する♂』

『……それは唯だ唯一の政府の下に有力なる大臣にして帰来永輯して共の臓にあり得るもの

であって青年教育に興味を有する人物で友ければ出来主主い仕事でるります。」

『……本官の文部）（［；1：たるものは銅逸にあっては百年後の事も考へてゐて政治の鑓化たどに

よりて左右されるべきものでは友い事になってゐます。』

『一…然るに今日若し1人でも行震の大臣があったとしたら忽ち遁ひ出されて次に任命され

た大臣も亦政治的叉国家的事情から免l脱されて了ひます。それで今日ではあのマルチンルー

テ土の如くに Hierstehe ich, Gott he陥 mir,ich kann nicht anders ！と叫び得る文部大臣が

あるでせうか？？』

『…・・・私の此の手棋の書き方が少々肱悦しましたのを御容赦を願ひます。が我々の曹科大串

生の矯めにはJ11日正では友いと思ひますので政治的の注意をもう少し云はしてもらひます。貰

は此地の一般の新聞に2,000人の官接生の矯めには十分友設備が扶けてゐると叫んで居て之を

儲にすべしとか3ff（・にすべしとか云ふてゐます。それには滞山な金が入月1と友りますがさて
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考へて見ますと此の多額友金員は何底から得られませうか？さう左ると第111:此の多数の曹

畢生は無銭遊興者同様でありますか文は富裕友ノホホン生活をしてゐますか或は乞食生活

をしてゐますものだけに友ってとZ之市大墜とかインスブルック市大壊にはとても活きて居

られ友い者共が主主主大串へ流れ込んで’来ませう。第2t亡ウヰン瞥科大事生の半数はウンガ

ごととの猶太氏族である事ですからウンガルン政聴の大臣たるものは同地にもっと教主の教を

増加し他日ウンガルンで醤者に友って行かうと思ふものは少なくとも3ヶ年はウンガルンのた

皐に在感させなければならないと云ふ法令を設けるべきであると思ひます。さうすると立主ど

大撃の曹畢生の教が字減すると思ひます。従って教宝の増加の必要は友く友ると考へます。』

「…ーたとへウヰンが填閣の一大都市と云はれでも共の園ょせはますます増加しつ Lるる納税

の矯めに奴僕同様に働かねば友らぬ図ーI：と闇民と友つてゐるではありませんか！だから少し

はウンガルンの鵠めにも世話を焼いてやらねばなら友いかと思ひます。…・・・私の鶴首を御許し

下さい。他日を期してまた私の意見を述ぺたいと思ひます……。J

柴岡子！驚くべき長文の手紙である。 F.v. Pirquetは填園の議舎の一代議士であったが

B.が書簡にてとれだけ醤墜教育に就いて叉政治上に気焔を吐いた手紙は護見出来友いが

之は多分P.が醤育上の事K就いて B.の意見を求めたのを機舎に B.は思ふ存分其の卒常

の不卒と不満を書いたのであらうと考へる。然し脚下j照刷！脚下j照顧！我日本はどふだ

らう？

釦．在フヴンク 7Jレト， ドクト Jl--＇ アイセル（Dr.Eおel）に宛て L。

〔1885年明治18年（ウヰンよ P 56歳）〕

「一…拙者の頭髪は既に学白となりましたが57歳の老輩としては然るべきであります。そし

て貴下も早や50歳と友られたと聞いて驚きました。歳月の流る Lは早いものでありますが拙

者は拙者調りだけが老いた棋な気持がするのです。…拙者の・撃問的創活も今日では最早昔語

りと放ったと云ふものです。…一色々と人生苦がある様ですがそれは貴下令閣の援助によりて

打ち勝って行けると思ひます。だから武下も十分人生の柴しみを楽しむがよいと思ひます。

拙者としても同顧しますれば私は名器欲も十分に満喫しましたし文満喫し蓋したと云ひたい

です。それ故に此上最早皐聞にも法務にも興味が薄くたってきた事が情けないと忠ふのです。

それは我々の串間も能力の甚だ不完全にして無力な事を知って如何にも慨歎に嘩へ友いし特

に拙者の創造力も生産力の減退した事に思ひを致しますと無限の悲哀を感やるのです。それ

は拙者に救助を求めにくる外園の患者の3/4は不治の病であるのを考へると買に情けなく君主り

ますしそれを他人はその事を名春友事だ，幸幅友事だと云ってくれますが貫は拙者にとりては

悲哀の感に嘩へないのであります。加之世界諸国から留接してゐる数百人の醤皐生を教へて

ゐると云ふ事念どは考へて見ると馬鹿友話ですよ！結局拙者は無用の老人と友りました。そ
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して今日では優秀の助手建が拙者より以上に手術をやってのける事が出来るやうに友りまし

た。それには私は些か衿とすべきです。然し衿としたとてそれが何の利主主に友りませう！・

…共上に評議員舎だとか教授舎とか委員舎だとか何ぢや彼ぢやと無径の集合がるります。一

樫それが拙者に何の利盆があるのでせう？時々拙者の家族の者が拙者に」結局何が我等の矯

めに遣ってゐますか寸と問ひますが考へて見ると拙者の家庭ILは6人の子併の内3人だけが

遣ってゐると云ふだけで・す。……それから近頃拙者は好き主主音繁も徐りやら泣い事にたりまし

た。 凡てが県となって飛散して了ひます。以前は拙者の家庭はウキンに於ける昔柴堂の様で

ありまして何時も有名友る音楽家も訪れてきましたが今日では既に過去の夢と友って了ひま

した0・…一般に此世と云ふものは家庭IL子供が出来ると雨親の影が漸次薄く友るものです。

それは凡での事が子供を中心として動かされる様に主主りましてそれは唯だ子供等を苦しまさ

す＝に生活さそうとの考へから来るものです。勿論拙者の娘共は決して賞津K養育したのでは

ありません。 子供への愛情lこ引きやられ兎角精神的，華術的雰聞東の中に大きくたってきま

した0・－ ，）§：へて見ますと家長と云ふものは家族の矯めの金もうけの機械に過ぎないと云ひた

いので・す。…・・拙者は春期には3週間の休暇を得てアパチヤ，叉は伊太利亜などへ膝行する習

慣と友ってゐるのです（伊太利亜は拙者の第二の故郷の感がある閣です）。…ーだから拙者は濁

逸へ行〈機舎が少ないのです。 それから聾者の商議に招方通れるとか， 手術の矯めとかで昨年

はアテーンへもコンスタンチノープヱルへもベーテルスプルヒへもバリーへもリサボン，ネア

ベル等々へも度々行った事がるりました。それで肢の疲れもあるので調逸的とか英吉利的と

か叉は高図的とか云ふ醤事舎へ列席する機舎も少友〈， ために調逸の同僚仲間lては遁々疎遠

にたりますのです。買は拙者は事合友どに出席して嵩々たる話を聞〈よりは寧ろ心身の休息

が求めたい性質です。』

『……1890年には断然教授の教職から引退する心算ですが此時は拙者は丁度61歳に友ります

が61裁の老人に何の楽しみが出来るものでせうか！全く1.l!limの生活膿と云ふものです。許し

て下さい。兎角老人にたると館舌になるものです。……』

紫岡子！功成名遂げると人聞は兎角斯様になるものか，素質か，環境か？兎に角に B.は

ウヰルヒョウとは全く性格の異った人間でるったらしい。

Sl. 在カ ルルスルウ市， リユプケ教授に宛て L。

〔1885年明治18年（ウヰンよ P 56歳）〕

『…一君は健康上から仕事を制限せなければならたいと云ふ事を慨歎してゐる様だが拙者は

健康でるりながら以前の肢に仕事のt11 ·~＜：友いのを慨歎してゐる弐第である。……拙者は戦闘に

疲れ巣てたよ。蓋し仕事に猛進すると云ふ事は一種の戦闘では友いか！ 一一・拙者の従事する

曹墜と醤業にはあきあきしたよ。それは拙者と同じ様に仕事のtU＊る弟子を養成したからだ。
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否拙者と同版ではなく午ろ拙者よりはより以kの能力ある弟子治；出来たのだ。然し拙者は道

徳上から仕方主主しに現在の仕事を継続しなければ友らたいと云ふのは妻子の矯めに後日の事

を考へてゐるからだ。拙者の今日の気持は寅に之友のだ。……』

柴岡子！老ひたる人間 B.はn:に此如〈であった。 56歳ではまだまだ老ひぽれとは云はれ

君主い。特に西洋にあっては然るべきであるのに B.は既に疲れ切ってゐたらしい。

92. 在ウヰン，フォン．ピルケ氏に宛て L。

〔1886年明治19'-I二 （ウヰンより 57歳）〕

設。此手紙は王三ヱ土竺がま手先して淘巡の古典•I•事教程の改革（Unmanialgymnagium）を叫んで中準筏

に於ける緩旬希脳語の慶tt.論が起った時に P.に怒ったものであるらしい。

『……閣下！羅旬語とか希臓語とか云ふ古典語壊は最早J7-l界の園際的通用でありませんが

今日でも闘際的の闘係から全陵する事は中々困難で、あると考へます。例令 Mikroben,Mikro・

coccen, Bacterien, Stroptococcen等々の術語は皆猫逸では希雌諾に潤逸語の後尾をつけ悌蘭西

では怖蘭西語の後尾をつけてゐますし叉Musculussternocleido-mastoideus, Cartilago arytaenoides 

等々の解剖壌の名稀友ども読者lとはイiiJの意味か解ら友いがその偉通用させてゐます。古来幾

多の製者が完：；等の術語を樹逸語化しようと試みましたが駄目でありました。だから私は羅旬

語. li'iR量語教授全廃は不可能で・あると考へてゐますが之をもっと減少して羅旬語左ればチヱ

ザヘチチェロの演説丈位は間める様に，そして希臓語友ればクセノホン，ホメーア位は解る

位であればよいと思ひます。少〈共醤撃を事ぶ者には此程度でよろしいと考へます。……」

柴岡子！漢撃減少，漢字全焼，日ク制限，日ク羅J馬字論， Hク｛毘名文字論等々東も西も同

じでるる。特にn本の曹皐術語にも中々無理がある 3 日本語，日本字は何底へ行くのだ？

93. 在ウヰン大息 ドクト JI.-，グルズニーに宛て L。

〔1886年明治19年（ウヰンより 57歳）〕

『－－－－我々 の敬愛する Arlt老人が重症に陥ってゐるのだ。丁度8日商ll'L不意に左側の膝阻

動脈トロンボーゼを起したらしい。それは最初は分校部のエンボリーが原因7さつた。そして

足部の貧血，それから全下肢の血行停止だ。そして皮膚は冷たいし大理石色を呈してゐるし

甚だしく過敏に君主つてゐる。それから脚の内側部には淋巴炎を起してゐる。然も脹博は充買

であって正常だし舌もiゑ疹してゐ友いし無熱だし叉挺診上にも心臓には異常は友いし叉何庭

にも動脈粛は鷲見出来友いのだがエンボリーの原因が更らに解らない。脈f専の確かなのが

嬉しいが狂気の様に足部の疹痛を訴へるのは側目にも戦標する程だ。此際肺酔薬の投輿は怖

ろしいが今lI は見るに見粂ねて断然決心して 3%モヒ 1筒を注射Lてやった。すると彼は

しとうどう共鹿まで来たか！仕方がえ主いよいと云ふた。然し之が矯めに嬉痛は緩和された

よ。そして 1ヶ月来A.は杢〈不眠症であったが拙者がモヒの注射をしたのは丁度夕刻でる

った。そして共作用が現はれて来る迄病床に居ったがA.は日クだ」君等は終日働いたのだが
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ら此上f告が君等に苦痛を興へるに忍び友い。師ってくれよ1と云ふた。寅l亡驚くぺき勇気のる

る人間では友いか！ そして D.とかw.とかJ.とかs.とか云ふ同僚は居るが何れも多l!Jな身
であったり叉疲れたりしてゐるので一定の主任曹が友いと云ふものだ。そして最終の問題は

ι切断手術？「だがそれは拙者が決定せ友ければたらたい役なのだ。思ふても恐ろしL、非人聞

の仕事だ。議後の事を考へるととてもそれまで考へ付けられ友いのだ。拙者の是迄の経験に

よるとたとへ一度切断しでも叉切断又切断ちゃ。 トロンボーセl士卒集で進行するのが普通

主主のだ。＼V.は拙者と同様主主外科的技能は有してゐるが A.は此老人三ごと旦二土iこ穆酷友切断

手術をして くれいと云ふに定まってゐる。たとへ此老人互土旦二上が此際重い眼病i亡4躍って

ゐても老人 A.が矢張拙者に切断して くれいと云ふに定まってゐる。……」

柴岡子 ！聾者は友人，親戚，家族の者を治療出来友いと云ふのは昔時からの戒めである。

B.の如き大家でも無名の町富でも同じ心境であるまいか！

S4. ti：ウヰン大事，ヂツテJl.-教授に宛て L。

〔1886年明治19年（サ Yギルケ ンより 57歳）〕

註。 B.は皇室ひに A.老人に左足の切断手術を行ふたらしい。それよ !J1ヶ月後の手紙である。

『……A.老人の病気の経過に就て同情の手紙を戴いた事に封して感謝する！拙者は少〈と

もA.老人のために全力を蓋した事だけで・も老人IC劃する責任と義務を遂行した積りだ。 A.老

人は賞に現代の眼科撃の大家中の犬家主主のだ。そして人聞としては稀に見る偉大友る人格者

友のだ！ そして今後隻脚のー老人とたっても益と多幸多隔たらん事を祈ってゐる次第でる

る。拙者は念いで静養に出掛けたければ友ら主主い。疲れ果てたよ！ そして美しい大自然に接

して少しでも彼れた心身の特換を試みざるを得たい。……」

95. 在ウヰン， プラーム教授に宛て L。

〔1886年明治19年（パ リーよ P 57歳）〕

註。此時 B.は伊太君Uill!，働関西，英吉年:tjへと家族と共に慰安の緩行を企てたらしい白

『… h 拙者は之迄散々立士三大撃の製生の怠慢振りを罵倒したが拙者は教授として峨責上大

ひに勉強する心算だ。…・・伊太利，~二，ノミ主二の自然を満喫したから之から再び墜堂の

乾燥無味主主孝士山貨に飛び込む心算で遣うる0・…一」

ss. 在ウルツプルヒ大息 リンドフライシユー教授に宛て L。
〔1887年明治20年（ウヰンより お室長）〕

『…・・・拙者の病気は漸次軽快して来？と。だが睡眠は甚だ悪い。そして夜間強い咳嚇設作がる

る。今後どうたるのか解ら友い。肥鮮病との争闘だ。腹部に脂肪沈着が多過ぎるし，心臓にも

脂肪沈着が甚だしいらしいしそして共上に謄石と腎石の傾向がるるらしいが護汗療法が拙者

の矯めには全身の呼吸を助進せしむる怯に考へる。あの Oertelの脱脂療法も共佳では拙者に

は腔：「Fl問予｜主党主いれ・・…兎角高事控へ自に控へ悶にと心掛けてゐる 0・・・・・-J 



近藤教授就任式記事

（昭和14年7月8日．於京都帝岡大皐皆準部外科・整形外科書聖堂）

副手柏誠治，渡漣三喜男記

閉式午後4時25分。

萩原教授ノ近藤教授紹介（登壇）

『此度本・軍基整形外科事教室主任教授ニ就任セラレタ近藤教授ヲ御紹介イグシマス。』

萩原教授ノ近藤教授略歴紹介（登壇）

『績キマシテ近藤教授ノ略歴ヲ御紹介シマス。近藤教授ハ近藤銃矢（エイシ）ト ~l サレマス。

教授ハ静岡牒岩田郡井通村森本1224番地ェテ明治33年5月16日＝生レ，第五高等i事校ヲ経テ大

正15年3月京都帝国大墜宮事部ヲ卒業シ，同年4月副手トシテ外科製教室勤務ヲ命ゼ、ラレ，同年5

月12日堕師克許詮ヲ下附サレ，同年7月助手トシテ整形外科事教室＝勤務ヲ命ゼラレ，昭和4年

1月9日依願発官トナリ，同月10日財固法人間附興風合北野病院整形外科々長ヲ嘱託サレ，同月

11臼京都帝国大・竪曹署長部講師ヲ嘱託セラレ，昭和7年5月ヨリ周年6月迄同病院＝於テ臨時外科

々長ヲ蝿託サレマシタ。昭和11年12月5日京都帝岡大事＝論文ヲ提出シ．醤墜博士ノ・撃位ヲ授

輿サレマシタ。昭和14年6月30日願＝依リ同病院整形外科々長ノ晦託ヲ解カレ，同日京都子百・園

大串教授＝任ゼラレ高等官五等＝錠セラレ，整形外科皐・講座権任ヲ命ゼ・ラレタノデアリマス。

以上ヲ以ツテ近藤教授ノ略歴紹介ヲ終リマス。」

松本信一曹，車部長挨拶（登壇）

『伊肱前教授御退官以来専任教授ヲ持タナカツタ整形外科皐教室ガ，今度近藤教授ヲ迎ヘマ

シタ事ハ，各位ハモトヨリ・製部ト シテモ喜ピニ耐ヘマセン。我ガ京都帝国大事建設責任ノ一部

ヲ持タサレテヰル醤事部ノ責任ハ重イノデアリマス。又京都帝国大事ガ如何ナル進路ヲ取Jレ

カト言フ時人数段ヲ迎へYレ事等ハ重大ナ事デ，唯今近藤教授ヲ迎へyレ事A，私トシテ多大ノ

希望ト信頼ヲ置クモノデアリマス。同教授ニ大接ノ使命達成＝充分ノ抱負ヲ蓋サレン事，及

ピ教室員ハ協力シ同教授ノ教授トシテノ峨責ヲ全ウセラレル様努カセラレン事ヲ希望シテ止

ミマセン。

今日同教授ヲオ迎へスfレニ営リ，患部ヲ代表シ同教授＝敬意ヲ表シ，同教室ノ護展ヲ前リマ

ス。之ヲ以ツテ私ノ挨拶トイグシマス。』

盛新之助醤院長挨拶（登壇）

『此ノ度近藤博士ガ我ガ京大ノ教授＝就任サレマシタ事ハ我々ガ心カラ御敵迎スyレ次第デ

ス。永ラク整形外科ニ教授ガ猷員＝ナツテヰタ所，ヵ、ル新進気鋭ノ良教授ヲ得ル事ハ間属曹

院ノ大キナ登展ノ力ヲ得タ次第デ，心カラ喜ビニ耐ヘマセン。之デ附属曹院ノ方ハ全部教授
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ガ揃ツタモ欠第デ，之カラ出来Jレ丈ヶ努力シ，密院本来ノ使命達成ニ遁進シ度イト思、ヒマスa

近藤教授エハ我々ノ意ヲ汲マレテ一意専心教授ノ任ヲ蓋サレン事ヲ切望、ンマス。』

伊藤前教授挨拶（登壇）

「私カ、昨年5月退官シテ以来早ヤ 1年2ヶ月ヲ経過シマシタガ，私ハツラツラ考ヘマスノ z' 

此ノ非常時ノ日本ニ今宮t＇.部長ガ言ハレタ様＝大製ノ使命ノ一部ヲナス；：：7・型部ノ使命ハ重犬

デアリ，特ェ格形外科ノ使命ハ戦時ト離スベカラザぇレ重大ナ使命ヲイIスyレモノデアル。大・撃ガ

直接傷病兵ヲ取扱ツテヰナイ＝ シテモソノ使命ハ重大デアル。務部長ノ言ハレク様人慎重＝

慎重ヲ重ネラレデ決メラレタ近総数授ハ指導及ビ教授＝遺漏ナキ事ト思ハレマス。

私ノ教官時代私ニハ絶ヱズ不満ガアリマシグ。私ハ明治43年以来伊藤3猪子雨先生＝就テ犬

－，，：別手迄一般外利率ヲヤツタ。助教授ェナリ， ソレカラ直チ＝整形外科i草Z教室へ教授トナリ就

任シタ。ソ Y1.S；ェ外国へ行ツテモ，トモスレバ一般外科皐 F方へ心ガ向キ，純整形外科ヨリモ

一敗。トnへ興味ガアリ申諜ナイ次第デアル。 ゾレニ比シj!l_j払教r2ハ卒主後間モテク整形外科

＝ハ入ラレ，純整形外科ニ非常＝興味ヲ持ツテヰラレノレ。此ノ：事ハ大切ナ事デ興味ガ無イト仕

事ハ出来ナイモノデアル。此ノ意日未デ？私ノ、1よダ川若イ近藤教授＝大イニ期i寺ヲ持ツテヰyレ。近

JM主Z土佼ノ、：ζ1ド，i

レ1レニ相；主ナイ。ドウカ手土宗員 J方モ互ニ相扶ケ教室ノ隆盛＝ナラン事ヲ折リマス。一言祝辞

＝代へ挨拶致シマスJ

有志敦詑（星野教授）挨:j§（登壇）

『我々ガオ互＝最モ閥心ヲ持ツテ居リ． ソノ誇ヲ我々ノ誇トシ， ソノ興隆衰滅ヲ以ツテ我々

ノ興隆哀i成トスル我ガ京都帝大菌製部ガ，今！i7kラク扶員デアツタ整形外科ノ：主任教授ヲ新

シク迎へラレル此ノ式ニ首・1 有志ノ者トシテ専門a撃科以外ノIf;WL1トシテ挨拶ヲ述ベサセテ

頂ク事ヲ，私ノ光栄トス Fレモノデプリマス。

ki:fiマスト丁度2年商i，此ノ日支聖戦ノ勃殻ト殆ンド時ヲー＝シテ，早闘未曾イTノ所謂京大事

件ガ勃殻シマシグ n 次第＝－i皮澗ガ捕大シ終ニ醤撃部殊＝臨床肇平lヲ襲ヒ，ソノ除波ハ徐j皮ヲ口事

ビ，臨床＆；－！科ノ多数ガ動j富シタ事ハ巾シ上グル必要ノ無イ程我々ノ記憶＝生々ト残ツテヰFレ所

デアリマス0 J!llj予~営局ハ銃意共ノ再建ニ努メ．着々ト改組ガHハレマシタ《ソシテ今日整形ノ

主任教民ヲ迎へyレニ首リ，コ、＝臨床.fi1科ハ全部陣容ヲ新ニシマシタ。市シクモ昨日聖戦二周

年ノ興亜記念日ヲ迎へ－｛－：日此ノ誹堂ニ於テ整形外科皐教宗卜．任教十三ノ就任式3 印チ最後ノ陣

営ヲ備へyレ式ガ行ハレJレ事トナリマシタ事ハIZ!iル意義深イモノト忠ヒマス。

私ガ承ハリマス所ニ依リマスト．京大外科及ビ整形外科ハ，他ノ皐部ニ見ラレヌ特長ガアル

ソウデス。ソレハ外科，整形外科ガ打ツテ一丸トナリ，共＝研究シ共＝相批へテ土佐ンデ行ク事

ガ京大外科，快）限外干lノilliハシイーツノ判長ヂアルト言ハレマス。タト利早川月ミデハ昨年新進ノ

青・柳敬授ヲ，本1ドハ荻原教授ヲオ迎ヘシ，タトfl-l、最モ闘係ノ深イ整形外科ノl：任敬授ヲ迦へ，
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之＝依リ京大外科，整形外科ニヨツテ成シテヰル皐風ノ鼎ガ確貫ナ基礎ノ上ニ磐石ノ如ク立

テラレタト存ジ私ハ1~5~踊スル次第デ・アリマス。之ニ伏リ今後コノ三ツノ若イ，将来ニ宮ム柱石

ガコノ講堂ヲ中心トシテ，撃界ヲ風擁スル日ガ今日カラ始マル事ヲ鹿賀スルト共＝，輿望ヲ捨

ヒ就任サレタル新近藤教授ノ首途ヲ間隔シ，御健康ナラン事ヲill庁リマス。』

外科串教室主任荻原教授挨拶（登壇）

『私ハ外科率教室主任トシテ，同時ニ外科事教室員一同＝代リ一言御挨拶ヲ市シ上グマス。

先年本製ノ外科皐，整形外科・塑教室ノ三教授ガ殆ンド時ヲ同ジクシテ御退官ニナリ，咋年青

柳教授乳叉本年私ガ教授＝ナリマシタガ，我々青柳教授エシテモ，私ニシテモ，如何ニスレパ

此ノ重責ヲ果ス事ガ／－P1来yレカト日夜頭ヲ悩マシテヰマス。此ノ時新進気鋭ノ近藤教授ヲオ迎

ヘシグ事ハ，青柳教授，私ハ申ス迄モナク，教室員一同満腔ノ喜ビヲ感ズYレモノデアリマス。

特＝永ク空席デアリマシタ整形外科ノ教室員ハ女日何ニ喜パシキ事カト心カラオ察シ致シマス。

今迄重任ヲ負ハサレテヰマシタ私＝シテモ，整形外科率教室ハ教授ガ空席デアツタガ，練建ノ

助教授アリ教室員アリ，甚シイ訣陥ヲ感ジタ事ハアリマセンガ，唯鼎ノ脚ガ短イ様デ何トナク

具合ガ悪イ様＝感ジマシタ。

近藤教授ハ永年本・竪ニアリ，叉本i墜ト密接ナ闘係＝アル北野病院ニ在ラレ，本墜ニ居ラレタ

ト同様ノ献態デ永年整形外科皐ヲ専門＝積マレグノデアリマスカラ，今後如何ニ立誠ナ整形

外科書皇教室ヲ築カレFレカハ，諸先生 F言ハレタ如ク何等懸念スル所ハナイノデアリマス。唯

我々青柳教授モ，此ノ際就任後日向沌ク，整形外科ノ主任トシテ近藤教授ヲ迎へ，近藤教授ノ

御努力アツテ始メテ我々モ努力ノ仕甲菱ガアyレト思ヒマス。

倫近藤教授＝於カレマシテモp外科皐及ビ整形外科事教室ノ歴史ト停統ヲ考へラレテP整形

外科事及ピ外科皐教室，惹イテハ醤皐部ノ矯メ一瞥Fカヲ致サレン事ヲill庁リマス。

御挨拶ヲ申シ上ゲ＼又同時ニ近藤教授ニオ願ヒシテ，私ノ挨拶ヲ終リ度イト思ヒマス。』

整形外科皐教室員（潰西講師）挨拶（登壇）（整形外科墜教室員一同起立）

『墓形外科皐教室日ニ代リ御挨拶申シマス。

輿望ヲ捨ツテ御来任ニナツタ近藤教授ェ我々ノ心カラノ御喜ピヲ申シ上ヂマス。誠早司長

ヲ得テ朗カ＝仕事＝首ル事ハ嬉シイ事デ一同喜ンデ‘キマス。街蹄来御指導御鞭撞ヲオ願ヒ致

シマス。

毛穴弓私一人トシテ近藤教授及ピ事内諸教授ニ申シ上ゲ度f。（整形外科準教室日着席）

此度ノ：事境＝整形外科謬ト言フモ f、働キ，ソノ務，従ツテソノ功績ガ多少共世間＝認、メラ

レタ様デス。ソレハ之迄ノ戦傷者ノ義手義足デアリマス。戟傷者ガソノ機能ヲ得テ再ピ戟ニ

叉産業方面＝働ク事ガ出来Yレト言フ Jデ，本人モ又満足，枇舎モ叉驚嘆ノal｛ヲ瞳ツテヰマス。

之ハ整形外科事ノ一方面ニ過ギナイ。恐ラク新聞ニ停へラレナイ事＝，整形外科皐ノ知識ガ

津山貢献シテヰルト思フ。従ツテ此ノ期間＝整形外科a撃ニ於テハ貴重ナ無数ノ経験カラ，大
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イエ進歩スルモノデアリ叉事賞シテヰルト足、フ。整形外科製ノ務ハ事盤中ノミデハナク，ソ F

後数年，十数年ニ瓦 リ戦傷者ノ後仕ーイミヲセナケレパナラナイ。

叉整形外科・撃ノ；取扱フ患者ハ経過ガ永ク，庭世ノ適否， ソノ放県ハ早クモ1,2年乃至数年ヲ

粧ナケレパ午lj ラナイ。他 ノ l~I· ノ如ク数日ノ経過デハキリラナイ。古文ニ相営ノ経験者ヲ作ラウト

思ヘパ半年ヤ1年デハ作ラレナイ，相官永イ年限ヲ要スルノデ、アル。

叉他方一口ニ整形外科事ト言フガソノ内容ハ極メテ肢イ。先天性ノ崎｝~カラ出来タ事カモ

知レヌガ，戦傷者，骨折，脱臼，脊髄麻痔，強直，箪縮夫k ノ方面ノ特殊療法ヲセネパナラヌ。

荷モ大墜ノーツノ教室デアル限リ夫k ノ方面＝＇－ 1人ヤ2人ハ熟練シタ研究者ガナケレパナラヌ。

ソレガアツテ治療シ，後進ヲ誘導セネバナラヌ。所ガ「誠＝不幸ニシテ志望者ガ誠＝少イ。尤モ

此ノ度ノ；事費 F膝召1']・ガアyレエシテモ誠ニ少イ。漸ク共ノ日其ノ日ノ業務ヲ果シカネテヰル

次第デアル。丁度30年前＝整形外科・撃教室ガ出来タ:II}＼態ェアリ，コノマ、ヂ継続スレパ前古未

曾有ノ時局ニ際シテ，岡家ガ最モ必要トスル整形外科準教室員ヲ迭リ出ス事ハ出来ナイ赦態デ

アル。之ハ誠ニ国家ニ相神マヌ事ニナリハセヌカト思フ。此ノ難局＝立タレタ yレ近藤教授ニ

アツテハ，大キナ決心ト充分ナ御言十蓑ガアラウト思フガ，何トカ一段ト御奮闘ヲ希望スルモノ

デアyレ。

此ノ常備員ガ極メテ少イト言フ事ハ前ノ；機舎＝蓮ベタ Fデ、恐ラク心アル教授諸先生ハ何

カ御理解ノ事トハ思ヒマスガ，外科教室ノ萩原・青柳雨教授カラモ御援助アリ，壊内ノ諸教授

モLvアェ、ヂヤナイカ「ト言フ事ニナラズ墜内ガーツエナツテ曹撃泰園ト言フ黙ヨリ，卸チ

大キナ了見カラ，教室附合，惜薗等ト考へラレズ＼何卒岡家ガ今緊要トスyレ整形外科皐教室ヲ

盛リ立テルベク御協力ヲオ願ヒシマス。整形外科里浜教室ノ；新シイ護展 Jfl＝，近藤教授ノ護奮

ヲ請願ヒ，両外科教授，皐内諸教授ノ御協力ヲオ願ヒシマス。

私一個トシテハ何分古老，強テカラオ願ヒシテヰタ辞表ハ御就任後御底分ヲ願ヒマス。」

近I政教授挨拶（定席ヨリ降壇，来賓席エ向ハνテ）

『今般不宵近藤銑矢ガ，計ラズモ京都帝国大準教授ヲ拝命シ，本日就任式ガ象行セラ fレ、＝

首リ 7 ・ンテハ，諸先生，諸先輩並ピニ多数各位ノ御臨場ヲ恭ウシ，且御鄭.m：ナル数々 ノ；御言葉
ヲ賜ハリマシテ，定＝身ニ徐Fレ光栄＝感激措ク能ハザ1レモノガ「ゴザイマス。コ、ニ慌ミテ御融

ヲ中上ゲマス。

私ハ永ラク北野病院＝峨ヲ奉ジ，従ツチ研究ノ第一線ヨリ離脱致シテ居リマシタ所へ，此ノ

度計ラス‘モ，員＝計・ラスモ此ノ重大ナル附託ヲ交クルコト、相成リ，生ラk愚鈍ノ身ヲ顧ミテ

ハ，如何ニシテ此 J中：：占＝首ランカト日夜心ヲ持シテ居yレ次第デアリマス。併シナガラ一旦

心ヲ決シテオ受ケ致シマ シタカラエハp 偲令部i途ニ如何ナル荊椋ノ道ガ横ハツテオリマセウ

トモ，之ヲ押シ分ケ斬リ開イテ進ムダケノ魔’｜菩ト勇気ト忍耐力トヲ HJ意致シテ居ル積リデゴ

ザイマス。諸先生，諸先輩，並ピ＝同僚各位＝オカセラレマシテハ，雷＝近藤一個ノ鵡トハ申
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サズ，我ガ京大整形外科・車教室ノ矯＝．何卒御懇情ヲ以ツテ御支援御鞭捷ヲ賜ランコトヲ御願

ヒ申上グル吠第デゴザイマス。

（再ピ登壇，整形外科準教室員一同ニ向ハレテ〉

部テ我ガ整形外科皐教室＝於テハ，支那事費勃登以来，教室ノ中堅トシテ熱心＝活躍シテ居

リマシタ所ノ専属教室員ノ大部分ガ雁召シマシテ，現在残ツテヰyレ所ノ：専属教室員ハ僅ニ雨3

名＝過ギズ，従ツテ此ノ人々ヲ中心トシテ活動サレテヰル現教室員諸君ノ御苦持ノ程ハ淘＝察

スYレニ飴リアルモノガアリマス。然シ乍ラ斯yレ放態ハ決シテ我ガ教室ノミ＝限ラレタ諜デハ

ナクテ，他 J大串＝於テモ，又現在我ガ日本ノ各屠各方面ヲ通ジテ費シク入手ノ不足ヲ託ツテ

ヰル献態デアリマシテ，今次事費ガ未曾有ノ大規模ナモノデアリ，且雄大ナル意同ノ下エ遂行

サレテヰル事＝想到シマスナラバ，我々内地ノ持揚ヲ守ツテヰyレ者モ戦場ニアル人々ト同様

ナ気持ヲ持ツテ困苦鰻難ニ耐へ，少数ノ人数ヲ以ツテ基幹ヂ得yレ最大ノ能率ヲ護揮シテ目、ツテ使

命ノ達成＝努力セネパナラヌト信ズyレ者デアリマス。殊＝今弐聖戦ノ結果ト時代ノ要求トハ

我々整形外事科専門家ノ活動範園ヲ著シク損大シツ、アツテ，従ツテ之＝携ハル者ニ針シ格段

ノ努力ガ要望セラレテヰyレノデアリマス。斯Yレ重大ナル時期＝極メテ少数ノ教室員ヲ以ツテ

研究＝将タ診療＝従事スル事ハ確＝難事ニハ違ヒアリマセン。然シ乍ラ諸君，曹局員，研究室

員ハ勿論，技術員，宥護婦モ教室全員協力一致，打ツテ一丸トナリ，各々持揚々々ヲ守ツテ教

室ノ護展ノ矯＝遁進シテ頂キタイト望ンデll::マヌモノデアリマス。殊＝整形外科ノ仕事ハ．他

ノ科＝比較シテ肉韓ヲ持スル事ガ非常ニ多イノデアリマス。ソレデアルカラシテ，教室員諸君

ニ於カレテハ健康不振ノ嬬，可惜大望ヲ中途挫折スル事ノ無イ様＝卒素ヨリ自愛アラン事ヲ

望ミマス。

最後ニ我ガ外科息整形外科肇教室ハ従来二＝シテーノ如ク常＝相協力一致久我々ノ先輩

ハ不断ノ努力ヲ以ツテ輝カシイ歴史ヲ作ツテ来ラレグノデアリマシテ，此ノ事ハ先ノオ言葉ノ

如ク全ク他＝類例ヲ見ザYレ所デアリマス。翼クハ，此ノ美シキ停統ノ長所ヲパ護リ育テ、，雨

教室互＝協力和合シ，我々モ先輩＝劣ラヌ立祇ナ歴史ヲ残シテ行キ度イモノト念願シテJI::マヌ

モノデアリマス。一一之ヲ以ツテ私ノ挨拶ノ言葉ト致シマス。』

閉式5時30分

式後参舎者一同打チ連レテ直チエ柴友舎館＝参集シ，同教授撤迎晩餐舎ニ出席ス。和気霧々

ノ中＝乾杯談笑数刻， 9時前散含トナツタn
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足立文太郎，磯部喜右衛門，伊藤弘，木原卓三郎，戸田正三，中西亀太郎，波多腰正雄，林

喜作，星野貞次，松本信一，盛新之助ノ諸氏。


